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２ 若年者調査 

（１）基本属性 

①調査票のグධ者（問１・༢一回⟅） 

調査票の記入者は、「本人」が 88.7％、「本人の家族」が 3.4％となっている。 

 

調査⚊のグධ者䠄ၥ䠍䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

②性別（問２・༢一回⟅） 

性別は、「⏨性」が 46.0％、「ዪ性」が 53.3％となっている。 

 

ᛶู䠄ၥ䠎䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

③年齢（問３・༢一回⟅） 

年齢は、「56 歳」（11.6％）が最も多く、次いで「59 歳」（11.5％）、「57 歳」

（11.1％）、「58 歳」（10.5％）となっている。 

 

ᖺ㱋䠄ၥ䠏䞉༢୍ᅇ⟅䠅 
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④居住地༊（問４・༢一回⟅） 

居住地区は、「芝久保町」（9.6％）が最も多く、「谷戸町」（7.8％）、「向台町」

（7.6％）、「保谷町」及び「富士町」（ともに 6.9％）と続いている。 

圏域でみると、「西部圏域」（28.3％）が最も多く、「南部圏域」（26.5％）、「中部圏

域」（23.0％）、「北東部圏域」（21.9％）と続いている。 
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⑤居住ᙧែ（問５・༢一回⟅） 

居住形態は、「一戸ᘓての持ち家」（53.7％）が最も多く、「分ㆡマンࣙࢩン」

（23.5％）、「民間㈤㈚アࣃート・マンࣙࢩン」（11.7％）、「බ的㈤㈚住宅」（8.0％）と

続いている。 

 

ᒃఫᙧែ䠄ၥ䠑䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 
 

⑥ྠ居家族（問６・」数回⟅） 

同居家族は、「配അ者」（75.4％）が最も多く、「ᜥ子・ፉ」（44.8％）、「親」

（13.2％）、「ひとり暮らし」（11.7％）、と続いている。 

 

ྠᒃᐙ᪘䠄ၥ䠒䞉」ᩘᅇ⟅䠅 
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（２）日頃の生活 

①⚟♴᝟報のධᡭඛ（問７・」数回⟅） 

福祉情報の入手先は、「市報」（45.6％）が最も多く、「特に入手していない」

（39.9％）、「市のホーム࣌ージ」（14.5％）、「市のࣃンフレットなど」（12.3％）と続

いている。 
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性・年齢別では、いずれの年代も⏨性は「特に入手していない」が最も多く、ዪ性は「市

報」が最も多い。 
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②᝟報をධᡭしてい࡞いேが希望する⚟♴᝟報のධᡭඛ（問７付問・」数回⟅） 

情報を入手していない人（問７で「特に入手していない」と回答した人）が希望する情報

の入手先は、「市のホーム࣌ージ」（62.5％）が最も多く、「市報」（60.4％）、「市役所」

（39.6％）、「市のࣃンフレットなど」（24.6％）と続いている。 
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③㞄㏆所との付き合い（問８・༢一回⟅） 

隣近所との付き合いは、「㢦を合わせるとᣵᣜをしあう⛬度」（58.1％）が最も多く、

「外で会うとよく立ち話をする⛬度」（16.7％）、「㢦もよく分からず、ほとんど付き合い

がない」（9.1％）、「㢦は知っているがほとんど話したことがない」（7.6％）と続いてい

る。 

 

㞄㏆ᡤとの௜䛝ྜ䛔䠄ၥ䠔䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

性・年齢別でみると、⏨ዪともに「㢦を合わせるとᣵᣜをしあう⛬度」が最も多く、ዪ性

は「外で会うとよく立ち話をする⛬度」や「⡆༢な頼みごとなどで気軽に助け合える⛬度」

などᣵᣜ以上の関係もみられる一方、⏨性では「㢦もよく分からず、ほとんど付き合いがな

い」や「㢦は知っているがほとんど話したことがない」が合わせて 20％を超えている。 
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 い理⏤（問８付問・」数回⟅）࡞㏆所付き合いのࡾま࠶④

あまり近所付き合いがない人（問８で「㢦を合わせるとᣵᣜをしあう⛬度」「㢦は知って

いるがほとんど話したことがない」「㢦もよく分からず、ほとんど付き合いがない」と回答

した人）の理由は、「普段付き合う機会がないから」（67.7％）が最も多く、「仕事や家事

でᛁしく時間がないから」（47.0％）、「あまり関わりを持ちたくないから」（11.7％）、

「同世代の人が近くにいないから」（10.8％）と続いている。 

 

䛒䜎䜚㏆ᡤ௜䛝ྜ䛔の䛺䛔⌮⏤䠄ၥ䠔௜ၥ䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

⑤地域の⾜事や活動へのཧຍ状況（問９・༢一回⟅） 

地域の行事や活動への参加状況は、「まったく参加しない」（42.6％）が最も多く、「頼

まれれば参加・༠力する」（35.2％）、「関心があるものについては✚ᴟ的に参加・༠力す

る」（14.3％）、「頼まれてもあまり参加・༠力しない」（6.2％）と続いている。 

 

ᆅᇦの⾜஦䜔άື䜈のཧຍ≧ἣ䠄ၥ䠕䞉༢୍ᅇ⟅䠅 
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⑥ཧຍしている理⏤（問９付問１・」数回⟅） 

地域の行事や活動に参加している人（問９で「どの行事にも✚ᴟ的に参加・༠力する」

「関心があるものについては✚ᴟ的に参加・༠力する」「頼まれれば参加・༠力する」と回

答した人）の理由は、「この地域に住んでいるから」（66.0％）が最も多く、「地域との関

わりを持ちたいから」（27.7％）、「地域の役に立ちたいから」（25.6％）と続いている。 

 

ཧຍ䛧䛶䛔䜛⌮⏤䠄ၥ䠕௜ၥ䠍䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 
 

շཧຍし࡞い理⏤（問９付問２・」数回⟅） 

地域の行事や活動に参加しない人（問９で「頼まれてもあまり参加・༠力しない」「まっ

たく参加しない」と回答した人）の参加しない理由は、「興味の持てる行事や活動がないか

ら」（31.7％）が最も多く、「友人や知人がいないから」（22.5％）、「人࡙きあいが苦手

（面倒）だから」（19.2％）、「活動する体力・気力がないから」（11.5％）と続いている。 

  

ཧຍ䛧䛺䛔⌮⏤䠄ၥ䠕௜ၥ䠎䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

ࠝその他の記述ࠞ仕事がᛁしい、時間がない（合わない）、活動を知らない、など 
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ոできるとᛮ࠺地域等の活動（問 10・」数回⟅） 

できると思う地域等の活動は、「見Ᏺりやኌかけなど」（43.6％）が最も多く、「ごみ出

し等⡆༢な手伝い」（28.3％）、「趣味、特ᢏを活かしたボラン࢕ࢸア」（26.0％）、「行

事の手伝い」（25.5％）と続いている。 

 

䛷䛝䜛とᛮ䛖ᆅᇦ➼のάື䠄ၥ 㻝㻜䞉」ᩘᅇ⟅䠅 
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（３）健康管理 

①健康状ែ（問 11・༢一回⟅） 

健康状態は、「おおむね健康である」（56.4％）が最も多く、「健康である」（33.3％）、

「病気がちだが、ᐷていることは少ない」（6.8％）と続いている。 

 

೺ᗣ≧ែ䠄ၥ 㻝㻝䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

②ㄡ࠿と食事をする機఍（問 12・༢一回⟅） 

誰かと食事をする機会は、「１日１回以上」（71.9％）が最も多く、「㐌１回以上」

（12.4％）と続いており、「ほとんどない」は 8.4％となっている。 

 

ㄡ䛛と㣗஦䜢䛩䜛ᶵ఍䠄ၥ 㻝㻞䞉༢୍ᅇ⟅䠅 
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③体調を⥔ᣢするために⾜っていること（問 13・」数回⟅） 

体調を維持するために行っていることは、「栄養のバランスなどに気をつけ、食べている」

（53.2％）が最も多く、「規๎正しい生活をするように心がけている」（49.4％）、「定期

的に運動している」（38.9％）と続いている。 
 

య調䜢⥔ᣢ䛩䜛䛯䜑䛻⾜䛳䛶䛔䜛䛣と䠄ၥ 㻝㻟䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 
 

ルの認知度（問࢖ࣞࣇ④ 14・༢一回⟅） 

フレイルの認知度は、「ゝⴥも内容も知っている」が 19.3％、「ゝⴥは聞いたことがある」

が 16.4％、「知らない」が 63.6％となっている。 
 

䝣䝺䜲䝹のㄆ▱ᗘ䠄ၥ 㻝㻠䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 
 

性・年齢別では、⏨性は「知らない」の割合がዪ性よりも多く、70％を超えている。「ゝ

ⴥも内容も知っている」の割合は、ዪ性の方が多くなっている。 
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地域包括支援センター地区別では、いずれのセンターも「知らない」が多く、過半数とな

っている。「ゝⴥも内容も知っている」が最も多いのは富士町（25.9％）で、最も少ない田

無町では「ゝⴥも内容も知っている」（13.7％）に対し「知らない」が 72.6％と５ಸ以上に

なっている。 
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（４）医療の状況 

つけ医の有↓（問ࡾ࠿࠿① 15・༢一回⟅） 

かかりつけ医の有無は、「いる」が 60.2％、「いない」が 38.0％となっている。 

 

つけṑ⛉医の有↓（問ࡾ࠿࠿② 16・༢一回⟅） 

かかりつけ歯科医の有無は、「いる」が 69.4％、「いない」が 28.9％となっている。 

 

つけ⸆ᒁの有↓（問ࡾ࠿࠿③ 17・༢一回⟅） 

かかりつけ薬局の有無は、「ある」が 46.1％、「ない」が 49.8％となっている。 

 

䛛䛛䜚䛴䛡་䞉ṑ⛉་䞉⸆ᒁの᭷↓䠄ၥ 㻝㻡䡚㻝㻣䞉༢୍ᅇ⟅䠅 
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（５）今後の希望 

①㛗期療㣴がᚲ要に࡞ったሙ合に希望する居ሙ所（問 18・༢一回⟅） 

長期療養が必要になった場合に希望する居場所は、「自宅」（42.6％）が最も多く、「病

院などの医療施設」（21.5％）、「高齢者向けのケア付き住宅」（15.4％）と続いている。 

 

㛗ᮇ⒪㣴䛜ᚲせ䛻䛺䛳䛯ሙྜ䛻ᕼᮃ䛩䜛ᒃሙᡤ䠄ၥ 㻝㻤䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

②在宅での療㣴を希望する方のᐇ現ྍ能性（問 18 付問１・༢一回⟅） 

在宅での療養を希望する人（問 18 で「自宅」「子ども、親族の家」と回答した人）の実現

可能性は、「可能だと思う」が 44.1％、「難しいと思う」が 33.5％、「分からない」が

19.3％となっている。 

 

ᅾᏯ䛷の⒪㣴䜢ᕼᮃ䛩䜛᪉のᐇ⌧ྍ⬟ᛶ䠄ၥ 㻝㻤 ௜ၥ䠍䞉༢୍ᅇ⟅䠅 
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③在宅での療㣴を希望し࡞いཪࡣ希望するが㞴しいとᛮ࠺理⏤（問 18 付問２・」数

回⟅（３つまで）） 

在宅での療養を希望しない又は希望するが難しいと思う人（問 18 で「高齢者向けのケア付

き住宅」「特別養護老人ホームなどの福祉施設」「病院などの医療施設」「その他」と回答

した人及び問 18 付問１で「難しいと思う」と回答した人）の理由は、「家族や親族に負担を

かけるから」（70.3％）が最も多く、「急に病状が変わったときの対応が不安だから」

（35.9％）、「在宅でどのような医療や介護を受けられるか分からないから」（19.7％）と

続いている。 

 

ᅾᏯ䛷の⒪㣴䜢ᕼᮃ䛧䛺䛔ཪ䛿ᕼᮃ䛩䜛䛜㞴䛧䛔とᛮ䛖⌮⏤䠄ၥ 㻝㻤 ௜ၥ䠎䞉」ᩘᅇ⟅䠄䠏䛴䜎䛷䠅䠅 

 

 

④ே生の᭱期を㏄えたいሙ所（問 19・༢一回⟅） 

人生の最期を迎えたい場所は、「自宅」（44.8％）が最も多く、「分からない」

（21.5％）、「病院などの医療施設」（18.6％）、「高齢者向けのケア付き住宅」（7.3％）

と続いている。 
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⑤在宅での᭱期のᐇ現ྍ能性（問 19 付問１・༢一回⟅） 

在宅での最期を希望する人（問 19 で「自宅」「子ども、親族の家」と回答した人）の実現

可能性は、「難しいと思う」が 40.0％、「可能だと思う」が 29.5％、「分からない」が

28.2％となっている。 

 

ᅾᏯ䛷の᭱ᮇのᐇ⌧ྍ⬟ᛶ䠄ၥ 㻝㻥 ௜ၥ䠍䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

⑥在宅での᭱期を希望し࡞いཪࡣ希望するが㞴しいとᛮ࠺理⏤（問 19 付問２・」数

回⟅（３つまで）） 

在宅での最期を希望しない又は希望するが難しいと思う人（問 19 で「高齢者向けのケア付

き住宅」「特別養護老人ホームなどの福祉施設」「病院などの医療施設」「その他」と回答

した人及び問 19 付問１で「難しいと思う」と回答した人）の理由は、「家族や親族に負担を

かけるから」（67.4％）が最も多く、「急に病状が変わったときの対応が不安だから」

（32.6％）、「介護してくれる家族や親族がいないから」（18.1％）と続いている。 
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շᘏ࿨἞療についての希望（問 20・༢一回⟅） 

延命治療についての希望は、「意識を取りᡠしたり回᚟する見㎸みがない場合は、延命治

療をしないでほしい」（55.4％）が最も多く、「延命治療よりも苦③をやわらげる⦆和的治

療をしてほしい」（36.7％）、「分からない」（4.9％）と続いている。 

 

ᘏ࿨἞⒪䛻䛴䛔䛶のᕼᮃ䠄ၥ 㻞㻜䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

ո今後の希望（㛗期療㣴時や᭱期の居ሙ所、ᘏ࿨἞療のྍྰ࡝࡞）について家族等へ

ព向をఏえている࠿（問 21・༢一回⟅） 

今後の希望（長期療養時や最期の居場所、延命治療の可否など）について家族等へ意向を

伝えているかについては、「伝えている」が 39.5％、「伝えていない」が 57.2％となってい

る。 
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չ今後の希望についてのព向のఏえ方（問 21 付問１・」数回⟅） 

今後の希望についての意向を伝えている人（問 21 で「伝えている」と回答した人）の伝え

方は、「口㢌で」（97.3％）が最も多く、「⚾的なメࣔで」（3.0％）、「⤊活ࣀート（࢚ン

 。ート）で」（2.1％）、「遺ゝなどで」（1.5％）と続いているࣀング࢕ࢹ
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պ今後の希望についてのព向をఏえてい࡞い理⏤（問 21 付問２・」数回⟅） 

今後の希望についての意向を伝えていない人（問 21 で「伝えていない」と回答した人）の

理由は、「まだ伝える時期ではないと思うから」（78.1％）が最も多く、「家族の希望に௵

せたいから」（13.5％）、「伝えることをためらっているから」（3.9％）と続いている。 
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ࠝその他の記述ࠞ伝える人がいない、伝える機会がない、まだ考えていない、など 
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（６）認知症 

①若年性認知症の認知度（問 22・༢一回⟅） 

若年性認知症の認知度は、「よく知っている」が 52.4％、「ྡ前は知っているがよく知ら

ない」が 44.6％、「全く知らない」が 1.4％となっている。 
 

ⱝᖺᛶㄆ▱⑕のㄆ▱ᗘ䠄ၥ 㻞㻞䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

性・年齢別にみると、ዪ性は「よく知っている」が最も多く、⏨性は「ྡ前は知っている

がよく知らない」が最も多くなっている。 
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②若年性認知症についての┦ㄯඛ（問 23・」数回⟅） 

若年性認知症についての相談先は、「病院の医ᖌ又は看護ᖌ」（67.0％）が最も多く、

「地域包括支援センター」及び「市の相談窓口」（ともに 39.9％）と続いている。 
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③若年性認知症でᚰ配࡞こと（問 24・」数回⟅） 

若年性認知症で心配なことは、「家族の負担が増える」（75.3％）が最も多く、「自宅で

生活できるのか心配」（56.5％）、「仕事ができなくなる」（46.0％）と続いている。 
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性・年齢別では、いずれも「家族の負担が増える」が最も多いものの、⏨ዪともに 55～59

歳では「仕事ができなくなる」や「収入がなくなる」が上の世代より多く、ዪ性の 55～59 歳

では「親の介護ができなくなる」（21.3％）も他に比べ多くなっている。 

 

䛆ᛶ䞉ᖺ㱋ู䛇ⱝᖺᛶㄆ▱⑕䛷ᚰ㓄䛺䛣と䠄ၥ 㻞㻠䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

㻣㻡㻚㻟 

㻡㻢㻚㻡 

㻠㻢㻚㻜 

㻠㻞㻚㻥 

㻠㻜㻚㻢 

㻟㻢㻚㻤 

㻞㻤㻚㻞 

㻝㻟㻚㻣 

㻞㻚㻝 

㻝㻚㻟 

㻞㻚㻜 

㻝㻚㻢 

㻜㻑 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻟㻜㻑 㻠㻜㻑 㻡㻜㻑 㻢㻜㻑 㻣㻜㻑 㻤㻜㻑

ᐙ᪘の㈇ᢸ䛜ቑ䛘䜛

⮬Ꮿ䛷⏕ά䛷䛝䜛の䛛ᚰ㓄

௙஦䛜䛷䛝䛺䛟䛺䜛

බⓗ䛺䝃䞊䝡䝇䛜༑ศ䛻䛒䜛の䛛ᚰ㓄

཰ධ䛜䛺䛟䛺䜛

䛚㔠の⟶⌮

ୡヰ䜢䛧䛶䛟䜜䜛ே䛜䛔䛺䛔

ぶの௓ㆤ䛜䛷䛝䛺䛟䛺䜛

Ꮚ⫱䛶䛜䛷䛝䛺䛟䛺䜛

ᚰ㓄䛺䛣と䛿䛺䛔

䛭の௚

↓ᅇ⟅ ඲య䠄䠪䠙㻤㻡㻡䠅



第２章 各調査の結果 

２ 若年者調査 

87 

㻔䠂㻕

ᐃ
ᮇ
ⓗ
䛺

㐠
ື

ᰤ
㣴
䝞
䝷

䞁
䝇
の
と

䜜
䛯
㣗
஦

䜢
ᦤ
䜛

⬻
䝖
䝺
呎

䝙
䞁
䜾

ே
と
఍

叄

䛶
ヰ
䛩

≉
䛻
ఱ
䜒

䛧
䛶
䛔
䛺

䛔 䛭
の
௚

↓
ᅇ
⟅

඲య 㻔㻺㻩㻤㻡㻡㻕 㻟㻡㻚㻠 㻟㻤㻚㻞 㻝㻣㻚㻜 㻞㻤㻚㻥 㻟㻣㻚㻣 㻠㻚㻥 㻝㻚㻟

⏨ᛶ 㻔㻺㻩㻟㻥㻟㻕 㻟㻠㻚㻢 㻟㻞㻚㻟 㻝㻟㻚㻡 㻝㻣㻚㻢 㻠㻣㻚㻢 㻞㻚㻜 㻝㻚㻟

ዪᛶ 㻔㻺㻩㻠㻡㻢㻕 㻟㻢㻚㻞 㻠㻟㻚㻞 㻞㻜㻚㻞 㻟㻤㻚㻢 㻞㻥㻚㻠 㻣㻚㻡 㻝㻚㻝

↓ᅇ⟅ 㻔㻺㻩㻢㻕 㻟㻟㻚㻟 㻡㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻟㻟㻚㻟 㻝㻢㻚㻣 㻜㻚㻜 㻝㻢㻚㻣

④認知症予防のために取ࡾ組ࢇでいること（問 25・」数回⟅） 

認知症予防のために取り組んでいることは、「栄養バランスのとれた食事をᦤる」

（38.2％）が最も多く、「定期的な運動」（35.4％）、「人と会って話す」（28.9％）と続

いている。 
 

ㄆ▱⑕ண㜵の䛯䜑䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䜛䛣と䠄ၥ 㻞㻡䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 
 

性別にみると、⏨性は「特に何もしていない」（47.6％）が最も多く、ዪ性は「栄養バラ

ンスのとれた食事をᦤる」（43.2％）、「人と会って話す」（38.6％）、「定期的な運動」

（36.2％）などに取り組む人がやや多くなっている。 

 

䛆ᛶู䛇ㄆ▱⑕ண㜵の䛯䜑䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛷䛔䜛䛣と䠄ၥ 㻞㻡䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

㻟㻤㻚㻞 

㻟㻡㻚㻠 

㻞㻤㻚㻥 

㻝㻣㻚㻜 

㻟㻣㻚㻣 

㻠㻚㻥 

㻝㻚㻟 

㻜㻑 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻟㻜㻑 㻠㻜㻑 㻡㻜㻑

ᰤ㣴䝞䝷䞁䝇のと䜜䛯㣗஦䜢ᦤ䜛

ᐃᮇⓗ䛺㐠ື

ேと఍䛳䛶ヰ䛩

⬻䝖䝺䞊䝙䞁䜾

≉䛻ఱ䜒䛧䛶䛔䛺䛔

䛭の௚

↓ᅇ⟅ ඲య䠄䠪䠙㻤㻡㻡䠅
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㻔䠂㻕

䜘䛟▱䛳䛶䛔䜛 ྡ๓䛿▱䛳䛶䛔䜛䛜䜘䛟▱䜙䛺䛔 ඲䛟▱䜙䛺䛔 ↓ᅇ⟅

඲య 㻔㻺㻩㻤㻡㻡㻕 㻝㻝㻚㻣 㻞㻝㻚㻡 㻢㻡㻚㻡 㻝㻚㻟

⏨ᛶ 㻔㻺㻩㻟㻥㻟㻕 㻠㻚㻢 㻝㻡㻚㻤 㻣㻤㻚㻠 㻝㻚㻟

ዪᛶ 㻔㻺㻩㻠㻡㻢㻕 㻝㻤㻚㻜 㻞㻢㻚㻤 㻡㻠㻚㻞 㻝㻚㻝

↓ᅇ⟅ 㻔㻺㻩㻢㻕 㻜㻚㻜 㻜㻚㻜 㻤㻟㻚㻟 㻝㻢㻚㻣

⑤認知症予防に取ࡾ組ま࡞い理⏤（問 25 付問・」数回⟅） 

認知症予防に取り組んでいない人（問 25 で「特に何もしていない」と回答した人）の理由

は、「何に取り組んだら良いか分からない」（46.6％）が最も多く、「現在健康であるため」

（45.7％）、「予防の必要性を感じていない」（13.7％）と続いている。 

 

ㄆ▱⑕ண㜵䛻ྲྀ䜚⤌䜎䛺䛔⌮⏤䠄ၥ 㻞㻡 ௜ၥ䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

ࠝその他の記述ࠞ仕事で多ᛁ、必要性がない、効果があるのか␲問、など 

 

⑥認知症サ࣏ーターの認知度（問 26・༢一回⟅） 

認知症サポーターの認知度は、「よく知っている」が 11.7％、「ྡ前は知っているがよく

知らない」が 21.5％、「全く知らない」が 65.5％となっている。 

 

ㄆ▱⑕䝃䝫䞊䝍䞊のㄆ▱ᗘ䠄ၥ 㻞㻢䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

性別では、⏨ዪともに「全く知らない」が最も多いものの、ዪ性では「ྡ前は知っている

がよく知らない」（26.8％）や「よく知っている」（18.0％）も⏨性に比べ多くなっている。 

 

䛆ᛶู䛇ㄆ▱⑕䝃䝫䞊䝍䞊のㄆ▱ᗘ䠄ၥ 㻞㻢䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

 

 

 

 

  

㻠㻢㻚㻢 

㻠㻡㻚㻣 

㻝㻟㻚㻣 

㻝㻜㻚㻥 

㻥㻚㻢 

㻟㻚㻝 

㻡㻚㻥 

㻜㻚㻜 

㻜㻑 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻟㻜㻑 㻠㻜㻑 㻡㻜㻑

ఱ䛻ྲྀ䜚⤌䜣䛰䜙Ⰻ䛔䛛ศ䛛䜙䛺䛔

⌧ᅾ೺ᗣ䛷䛒䜛䛯䜑

ண㜵のᚲせᛶ䜢ឤ䛨䛶䛔䛺䛔

㐠ື䛩䜛⩦័䛜䛺䛔

ᐃᮇⓗ䛻⑓㝔䜢ཷデ䛧䛶䛔䜛䛯䜑

㐠ື䛷䛝䜛ሙᡤ䜢▱䜙䛺䛔

䛭の௚

↓ᅇ⟅ ඲య䠄䠪䠙㻟㻞㻞䠅

㻝㻝㻚㻣 㻞㻝㻚㻡 㻢㻡㻚㻡 㻝㻚㻟 

㻜㻑 㻞㻜㻑 㻠㻜㻑 㻢㻜㻑 㻤㻜㻑 㻝㻜㻜㻑

඲ య
䠄䠪䠙㻤㻡㻡䠅

䜘䛟▱䛳䛶䛔䜛 ྡ๓䛿▱䛳䛶䛔䜛䛜䜘䛟▱䜙䛺䛔 ඲䛟▱䜙䛺䛔 ↓ᅇ⟅
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շ認知症のேへ地域でできること（問 27・」数回⟅） 

認知症の人へ地域でできることは、「何か困っていることがないか気にかける、ኌをかけ

る」（44.8％）が最も多く、「何もしない、又はできない」（26.1％）、「市の相談窓口へ

相談する」（25.1％）、「地域包括支援センターへ相談する」（23.4％）と続いている。 

 

ㄆ▱⑕のே䜈ᆅᇦ䛷䛷䛝䜛䛣と䠄ၥ 㻞㻣䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

ո認知症のேへఱࡶし࡞い、でき࡞いとᛮ࠺理⏤（問 27 付問・༢一回⟅） 

認知症の人へ何もしない、できないと思う人（問 27 で「何もしない、又はできない」と回

答した人）の理由は、「どのように᥋したらよいか分からないため」（53.8％）が最も多く、

「自分にできることはないと思うため」（24.2％）、「認知症のことをよく知らないため」

（3.6％）と続いている。 

 

ㄆ▱⑕のே䜈ఱ䜒䛧䛺䛔䚸䛷䛝䛺䛔とᛮ䛖⌮⏤䠄ၥ 㻞㻣 ௜ၥ䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

  

㻠㻠㻚㻤 

㻞㻢㻚㻝 

㻞㻡㻚㻝 

㻞㻟㻚㻠 

㻝㻤㻚㻜 

㻝㻠㻚㻜 

㻢㻚㻣 

㻟㻚㻥 

㻞㻚㻞 

㻝㻚㻠 

㻜㻑 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻟㻜㻑 㻠㻜㻑 㻡㻜㻑

ఱ䛛ᅔ䛳䛶䛔䜛䛣と䛜䛺䛔䛛Ẽ䛻䛛䛡䜛䚸ኌ䜢䛛䛡䜛

ఱ䜒䛧䛺䛔䚸ཪ䛿䛷䛝䛺䛔

ᕷの┦ㄯ❆ཱྀ䜈┦ㄯ䛩䜛

ᆅᇦໟᣓᨭ᥼䝉䞁䝍䞊䜈┦ㄯ䛩䜛

ᆅᇦのぢᏲ䜚άື䛻ཧຍ䛩䜛

ㄆ▱⑕䛻㛵䛩䜛䝔䝺䝡␒⤌䜔ㅮ⩦䛷⌮ゎ䜢῝䜑䜛

Ẹ⏕ጤဨ䜈┦ㄯ䛩䜛

ㄆ▱⑕のᬑཬάື䛻ཧຍ䛩䜛

䛭の௚

↓ᅇ⟅ ඲య䠄䠪䠙㻤㻡㻡䠅

㻡㻟㻚㻤 㻟㻚㻢 㻞㻠㻚㻞 㻝㻤㻚㻠 㻜㻚㻜 

㻜㻑 㻞㻜㻑 㻠㻜㻑 㻢㻜㻑 㻤㻜㻑 㻝㻜㻜㻑

඲ య
䠄䠪䠙㻞㻞㻟䠅

䛹の䜘䛖䛻᥋䛧䛯䜙䜘䛔䛛ศ䛛䜙䛺䛔䛯䜑 ㄆ▱⑕の䛣と䜢䜘䛟▱䜙䛺䛔䛯䜑 ⮬ศ䛻䛷䛝䜛䛣と䛿䛺䛔とᛮ䛖䛯䜑 䛭の௚ ↓ᅇ⟅
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（７）介護の経験 

①介護している୧ぶやぶᡉの有↓（問 28・༢一回⟅） 

介護している両親や親戚の有無は、「いる」が 22.0％、「いない」が 75.1％となっている。 

 

௓ㆤ䛧䛶䛔䜛୧ぶ䜔ぶᡉの᭷↓䠄ၥ 㻞㻤䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

②介護のᙧ（問 28 付問１・༢一回⟅） 

問 28 で介護している両親や親戚が「いる」と回答した人の介護の形は、「施設に入居して

いる」（37.2％）が最も多く、「別世帯で暮らしているが、訪問して介護している」

（33.0％）、「一⥴に暮らしながら介護をしている」（26.1％）と続いている。 

 

௓ㆤのᙧ䠄ၥ 㻞㻤 ௜ၥ䠍䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

  

㻞㻞㻚㻜 㻣㻡㻚㻝 㻞㻚㻥 

㻜㻑 㻞㻜㻑 㻠㻜㻑 㻢㻜㻑 㻤㻜㻑 㻝㻜㻜㻑

඲ య
䠄䠪䠙㻤㻡㻡䠅

䛔䜛 䛔䛺䛔 ↓ᅇ⟅

㻞㻢㻚㻝 㻟㻟㻚㻜 㻟㻣㻚㻞 㻟㻚㻣 㻜㻚㻜 

㻜㻑 㻞㻜㻑 㻠㻜㻑 㻢㻜㻑 㻤㻜㻑 㻝㻜㻜㻑

඲ య
䠄䠪䠙㻝㻤㻤䠅

୍⥴䛻ᬽ䜙䛧䛺䛜䜙௓ㆤ䜢䛧䛶䛔䜛 ูୡᖏ䛷ᬽ䜙䛧䛶䛔䜛䛜䚸ゼၥ䛧䛶௓ㆤ䛧䛶䛔䜛 ᪋タ䛻ධᒃ䛧䛶䛔䜛 䛭の௚ ↓ᅇ⟅
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③介護をする上でᅔっていること（問 28 付問２・」数回⟅） 

問 28 で介護している両親や親戚が「いる」と回答した人の困っていることは、「⢭⚄的に

⑂れ、ストレスがたまる」（41.0％）が最も多く、「介護がいつまで続くのか分からない」

（29.8％）、「⫗体的に⑂れる」（25.0％）と続いている。 

 

௓ㆤ䜢䛩䜛ୖ䛷ᅔ䛳䛶䛔䜛䛣と䠄ၥ 㻞㻤 ௜ၥ䠎䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

ࠝその他の記述ࠞ㐲距離で通うのが大変、回᚟したがいつまた介護が必要になるか心配、

など 

 

  

㻠㻝㻚㻜 

㻞㻥㻚㻤 

㻞㻡㻚㻜 

㻞㻝㻚㻟 

㻝㻥㻚㻝 

㻝㻤㻚㻢 

㻝㻢㻚㻜 

㻥㻚㻜 

㻡㻚㻥 

㻠㻚㻤 

㻟㻚㻞 

㻟㻚㻞 

㻝㻚㻢 

㻝㻚㻢 

㻜㻚㻜 

㻢㻚㻠 

㻡㻚㻥 

㻟㻥㻚㻥 

㻜㻑 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻟㻜㻑 㻠㻜㻑 㻡㻜㻑

⢭⚄ⓗ䛻⑂䜜䚸䝇䝖䝺䝇䛜䛯䜎䜛

௓ㆤ䛜䛔䛴䜎䛷⥆䛟の䛛ศ䛛䜙䛺䛔

⫗యⓗ䛻⑂䜜䜛

⤒῭ⓗ䛺㈇ᢸ䛜䛛䛥䜐

ᐙ᪘䜔⮬ศの௙஦䛻ᙳ㡪䛜䛒䜛

⮬ศの⮬⏤䛺᫬㛫䛜䛺䛔

⮬ศ௨እ䛻௓ㆤ䜢䛩䜛ே䛜䛔䛺䛔

༑ศ䛺╧╀᫬㛫䛜☜ಖ䛷䛝䛺䛔

ᕼᮃ䛩䜛䝃䞊䝡䝇䛜ཷ䛡䜙䜜䛺䛔

௓ㆤ䛻㛵䛧䛶䛹䛣䛻䠄ㄡ䛻䠅┦ㄯ䛧䛯䜙䜘䛔䛛ศ䛛䜙䛺䛔

௓ㆤの᪉ἲ䛜ศ䛛䜙䛺䛔

ᐙ᪘䜔ぶ᪘の༠ຊ䛜ᚓ䜙䜜䛺䛔

⫱ඣ䜔ᐙ᪘のୡヰ䛜䛷䛝䛺䛔

௓ㆤ䛧䛶䛔䜛䛣と䜢䛹䛣䛛䠄ㄡ䛛䠅䛻┦ㄯ䛧䜘䛖と䛿ᛮ䛘䛺䛔

஦ᴗᡤ䞉་⒪ᶵ㛵䛺䛹䛜ᐙの㏆䛟䛻䛺䛔

≉䛻䛺䛔

䛭の௚

↓ᅇ⟅

඲య䠄䠪䠙㻝㻤㻤䠅
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（８）高齢者虐待 

①高齢者虐待へつ࡞がるྍ能性が࠶るとᛮࡶ࠺の（問 29・」数回⟅） 

高齢者虐待へつながる可能性があると思うものは、「࢜ムࢶをしている高齢の親がトイレ

にኻᩋしズボンを⃿らしてしまったため、ズボンをᒚかせなかった」（67.7％）が最も多く、

「高齢の親が体調が悪いᵝ子であったが、通院をᣄ否したため、そのままにした」

（53.2％）、「認知症の親がᚔᚉをしないように、部ᒇの外に出さなかった」（52.5％）と

続いている。 

 

㧗㱋者⹢ᚅ䜈䛴䛺䛜䜛ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛とᛮ䛖䜒の䠄ၥ 㻞㻥䞉」ᩘᅇ⟅䠅 

 

 

②高齢者虐待の㏻報ඛの認知（問 30・༢一回⟅） 

高齢者虐待の通報先の認知は、「知っている」が 14.6％、「知らない」が 81.9％となって

いる。 

 

㧗㱋者⹢ᚅの㏻ሗඛのㄆ▱䠄ၥ 㻟㻜䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

なお、「知っている」と回答した人がᣲげた具体的な相談先は、「地域包括支援センター」

「市役所」「㆙ᐹ」などとなっている。 

 

  

㻢㻣㻚㻣 

㻡㻟㻚㻞 

㻡㻞㻚㻡 

㻠㻢㻚㻠 

㻟㻡㻚㻟 

㻣㻚㻝 

㻝㻝㻚㻤 

㻠㻚㻣 

㻜㻑 㻝㻜㻑 㻞㻜㻑 㻟㻜㻑 㻠㻜㻑 㻡㻜㻑 㻢㻜㻑 㻣㻜㻑 㻤㻜㻑

䜸䝮䝒䜢䛧䛶䛔䜛㧗㱋のぶ䛜䝖䜲䝺䛻ኻᩋ䛧䝈䝪䞁
䜢⃿䜙䛧䛶䛧䜎䛳䛯䛯䜑䚸䝈䝪䞁䜢ᒚ䛛䛫䛺䛛䛳䛯

㧗㱋のぶ䛜య調䛜ᝏ䛔ᵝᏊ䛷䛒䛳䛯䛜䚸
㏻㝔䜢ᣄྰ䛧䛯䛯䜑䚸䛭の䜎䜎䛻䛧䛯

ㄆ▱⑕のぶ䛜ᚔᚉ䜢䛧䛺䛔䜘
䛖䛻䚸㒊ᒇのእ䛻ฟ䛥䛺䛛䛳䛯

㧗㱋のぶ䛻ᛀ䜜䛳䜍䛟䛺䛳䛯ᵝᏊ䛜䛒䛳䛯䛯
䜑䚸䛺䛬ᛀ䜜䛶䛧䜎䛖の䛛䜢⧞䜚㏉䛧⪺䛔䛯

ᛀ䜜䛳䜍䛟䛺䛳䛯㧗㱋のぶྡ⩏の
ᐃᮇ㡸㔠䜢䚸Ꮚのุ᩿䛷ゎ⣙䛧䛯

䛔䛪䜜䜒ヱᙜ䛧䛺䛔

ศ䛛䜙䛺䛔

↓ᅇ⟅ ඲య䠄䠪䠙㻤㻡㻡䠅
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（９）高齢者を支える仕組み 

 

①地域包括支援センターの認知（問 31・༢一回⟅） 

地域包括支援センターの認知は、「知っている」が 49.4％、「知らない」が 44.6％となっ

ている。 
 

ᆅᇦໟᣓᨭ᥼䝉䞁䝍䞊のㄆ▱䠄ၥ 㻟㻝䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 

 

②⮬ศの担当センターの認知（問 31 付問・༢一回⟅） 

問 31 で地域包括支援センターを「知っている」と回答した人に自分の担当センターをఛっ

たとこࢁ、正しく自分の住む地区の地域包括支援センターを答えた人は、「泉町地域包括支

援センター」（78.0％）が最も多く、「向台町地域包括支援センター」（75.8％）、「富士

町地域包括支援センター」（71.2％）と続いている。 

 
 

䛆ᆅᇦໟᣓᨭ᥼䝉䞁䝍䞊ᆅ༊ู䛇⮬ศのᢸᙜ䝉䞁䝍䞊のㄆ▱䠄ၥ 㻟㻝 ௜ၥ䞉༢୍ᅇ⟅䠅 
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③ቑ኱する高齢者⚟♴サービスへの対ᛂ方法（問 32・༢一回⟅） 

増大する高齢者福祉サービスへの対応方法は、「サービス内容を変えず、⛯金で対応する」

（29.1％）が最も多く、「⛯金や自ᕫ負担は変えず、サービス内容で対応する」（23.5％）、

「分からない」（21.9％）、「サービス内容は変えず、自ᕫ負担で対応する」（13.1％）と

続いている。 

 

ቑ኱䛩䜛㧗㱋者⚟♴䝃䞊䝡䝇䜈の対ᛂ᪉ἲ䠄ၥ 㻟㻞䞉༢୍ᅇ⟅䠅 

 
 

④今後地域で暮らしていࡃためにᚲ要ࡔとᛮ࠺こと（問 33・」数回⟅（３つまで）） 

今後地域で暮らしていくために必要だと思うことは、「近所とのつながり」及び「暮らし

に関する困りごとの相談ができる場」（ともに 34.2％）が最も多く、「家族、親族とのつな

がり」（30.5％）、「病気やケ࢞などの医療の相談ができる場」（28.8％）と続いている。 

 

௒ᚋᆅᇦ䛷ᬽ䜙䛧䛶䛔䛟䛯䜑䛻ᚲせ䛰とᛮ䛖䛣と䠄ၥ 㻟㻟䞉」ᩘᅇ⟅䠄䠏䛴䜎䛷䠅䠅 
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